
　10月14日(日)、なごやか作業療法セミナーを

地域医療機能推進機構金沢病院にて開催した。

参加者は高校生7名、中学生4名、保護者2名の

13名であった。今年は新たに中学生の参加も

受け入れた。入院患者さんの協力もあり盛況

に終えることができた。

　作業療法の魅力を直接感じられるような企

画を多く用意した。今回の講義は参加型クイ

ズ形式で楽しめるようにしたことで、少し緊

張した面持ちであった中高生たちも徐々に笑

顔あふれるなごやかなセミナーとなった。患

者さんとの懇談会では6名の患者さんにご協力

頂き、日頃の作業療法の様子を実際に見たり、

聞いたりした。各種体験では障害／福祉用具、

検査、アクティビティを体験した。最後に協

力して頂いた患者さんに中高生達で色紙を作

り、プレゼントした。

　アンケートでは中高生たち全員が作業療法

への関心が高くなっていた。また、働くこと

について色々と考える機会となった様子で、

「作業療法士の働き方を伝える」ことを通じて

キャリア教育支援が図れたのではないだろう

か。さらに、「スタッフの患者さんとの接し方

が優しくて素敵だった」、「スタッフの対応や

笑顔が素敵だった」といった意見が多くあり、

作業療法士の姿が彼らの将来の職業人、社会

人としての基盤づくりの手本になることがで

きたことが嬉しく、励みになった。

　高校の進路指導担当の先生とのやり取りの

中で、金沢地区以外での開催を望む声も聞か

れ、当セミナーの開催場所や回数も今後検討

したい。

『作業療法士の働き方を伝える』教育支援プラットフォーム事業
第7回　なごやか作業療法セミナーに中高生が参加

事業部部長　宮腰　　真（地域医療機能推進機構金沢病院）
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　10月6日（土）、いしかわ総合スポーツセンター

にて第32回石川県リハビリテーション風船バ

レーボール大会を開催した。この32年間、大会

を続けることができたのも、ひとえに後援諸団

体のご支援と県内の病院、施設のご協力のおか

げであり、この場をお借りして深く御礼申し上

げる。金沢大学、金城大学、金沢リハビリテー

ションアカデミーの各養成校からは多くの学

生にボランティアとしてご協力いただき、先生

方と学生の皆さんにも感謝を述べたい。また今

大会から大会用風船を切り替えたが、各施設の

ご協力のおかげでスムーズに行うことができ

た。今年の大会も初出場の施設（キッズルーム　

ポテト）があり、また、毎年出場を続けている

方々の元気な姿を見ることができた。

　今回参加された選手166名のうち、最小年齢

は13歳、最高年齢は98歳であり、疾患と障が

いも脳血管疾患、統合失調症、脳性麻痺、骨

関節疾患、認知症などさまざまである。その

ような方々が一堂に会しルールに則って正々

堂々と勝敗を競う大会は、今まさにパラリン

ピックがそうであるようにスポーツとしての

文化である。同時に、参加する楽しみを共有

する「お楽しみ部門」（交歓試合を行う部門）も

設定しており、より多くの方に楽しんで頂け

る事業となっている。

　この風船バレーボール大会を、これからも会

員一同力を合わせて継続していきたいと思う。

̶ 大会の概要と結果 ̶

参加施設：17施設、23チーム（一般部門：10　シルバー部門：5　お楽しみ部門：8）

結　　果：＜一般部門＞

　　　　　優勝：ゴールドストーン　準優勝：チームさくら　第三位：シルバーストーン

　　　　　＜シルバー部門＞

　　　　　優勝：わこうえん･やったるディ　準優勝：葉っぴい　第三位：恵寿鳩ぽっぽ

『第32回石川県リハビリテーション風船バレーボール大会』

企画部　風船バレーボール担当理事　小池　隆行（城北病院）
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　作業療法士として就職し、早いもので半年
以上が経過した。日々の臨床に苦戦する毎日
である。この度、私の地元でもある福井県で、
東海北陸作業療法学会が開催された。先輩方
の勧めもあり、初めて演題を持って参加させ
て頂くことができた。本学会のテーマは、「主
体的な生活に向けての作業療法実践」だった。
学会に参加し、特に感じたことを2つ述べさせ
て頂きたいと思う。
　1つ目は、作業療法士という職業の魅力を再
確認することができたということ。講演の中で、
「作業療法士さんのお陰で幸せな生活を送るこ
とができている」という対象者の生の声を聞き、
作業療法士という仕事の素晴らしさと共に、そ

の役割を期待されているという責任を改めて実
感した。その人にとって主体的な生活とは何か
を考えて、臨床に臨みたいと思った。
　2つ目は、学会等で発表を行うことが、いか
に貴重な経験であるかということ。実際に発
表し、準備の過程で自身の作業療法について
見つめ直すこと、演題を通じて自分だけでは
気づけなかった先輩方の意見を頂くことの大
切さを知ることができた。また、他の方々の
発表で様々な成果や考え方を聴くことは、と
ても良い刺激になった。
　今回、学会で得た新たな知見や、先輩方か
ら頂いた意見を振り返り、今後の臨床での自
信や成長につなげて参りたいと考えている。

　国は、団塊の世代が75歳以上となる2025年
を目途に、重度な要介護状態となっても住み
慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることができるよう、地域包括ケア
システムの構築の実現を目標に、医療・介護
保険のあり様を変えつつある。
　また、リハビリテーションは、単なる機能
回復訓練ではなく、心身に障害を持つ人々の
全人間的復権を理念として、潜在する能力を
最大限に発揮させ、日常生活の活動を高め、
家庭や社会への参加を可能にし、その自立を
促すものとされている。
　平成27年度介護報酬改定では、活動と参加
に焦点を当てた報酬改定となり、さらに、平
成30年度診療報酬改定では、医療・介護とも
ADL/IADLの自立がアウトカム指標として取
り入れられた。この流れの中、（一社）日本作
業療法士協会は、作業療法の定義を改正し、「作

業療法は、・・・・・作
業に焦点を当てた治療、
指導、援助である。作
業とは、人々にとって
目的や価値のある、日
常生活活動、仕事、趣
味などの生活行為を指
す。」とADL/IADLが 作
業療法の本丸と位置づ
けられたところである。
　今回、これらの動向を受け、「地域包括ケア
時代の作業療法」をテーマに作業療法のあり方
を、日ごろ、臨床の中で「「地域」に対してアウェ
イ感を感じている」、「作業療法って何?」、「臨
床をまとめるってどういうこと」など疑問に感
じたりしている皆様と、年代や職場を越えて
語り合い、気づきを得る機会を提供できれば
と考える。

第18回東海北陸作業療法学会（福井）に参加して

中野　行賢（能美市立病院）

第28回石川県作業療法学会企画

テーマ「地域包括ケア時代の作業療法」（仮題）

次期学会長　村井　千賀（石川県立高松病院）
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　10月13日（土）に開催された「いしかわ介護フェ
スタ」に参加した。これは今後ますます進展する
高齢化社会における「介護」の重要性に対する理解
を深めることを目的としており、医療介護福祉に
関係する様々な団体の紹介ブースや福祉機器の展
示、各施設の介護スタッフによる介護技術を競う
「介護グランプリ」が行われていた。また、芸人で
あり作業療法士の石田竜生先生がゲストとしてご
講演された。県士会では毎年ブースを出展してい
る。今年度はパネルや広報誌「COTOT」を活用し
た作業療法の紹介、モールアートとコグニラダー
という2つの作業療法体験コーナーを設けた。来
場者は幼稚園児から年配の方まで幅広く、福祉専
門学校に通う外国人留学生や谷本県知事、石川県
のマスコットキャラクターひゃくまんさんにも足
を運んで頂いた。私は主にモールアートコーナー

の担当となり作業を通じてたくさんの参加者と交
流する機会を持つことができた。100名分を用意
した材料は、イベント終了2時間前になくなるく
らいの大盛況であった。実際に体験していただき
作業療法を知ってもらうだけでなく、多種多様の
参加者が集まる場で作業療法の魅力を発信するこ
とができたように感じ、非常に有意義な一日と
なった。今
後も地域と
関わる機会
を大切にし、
作業療法の
魅力を社会
に広めてい
きたい。

　今年度当会は、日本作業療法士協会の作業療法
推進モデル事業として『「作業療法士の働き方を伝
える」教育支援プラットフォーム事業』に取り組ん
でいる。事業全体の概要やすでに行われた小学校
支援、高等学校支援の各事業については総会や前
号のニュースで報告されており、今回は中学校訪
問について報告させて頂く。
　7月から8月にかけて、中学校訪問を22校、他に
電話での話や資料送付を6校に実施した。高校訪
問とは異なり、卒業生に限らず、勤務先の近隣な
ど、アンケートで訪問可能と答えて頂いた会員に
お願いした。準備に手間取り余裕のない依頼に
なってしまったが、多くの会員にご協力いただき、

あらためて感謝申し上げる。実際にお話ししたの
は教頭先生か進路担当の先生となり、概ね興味を
持ってお聞きいただけたようである。中にはその
場で講話の依頼を受けるケースもあり、各校それ
ぞれで状況が異なっていた（12月1日現在、7校よ
り講話の正式依頼あり）。
　また訪問担当者から、遠方や時間を要するもの
には参加できないがこのような事業であればぜひ
協力したい、地域の施設としてすでに中学校との
関係が構築されている等のお話しもいただいた。
来年度以降さらに広く協力を呼びかけ、より多く
の中学生や先生方に作業療法士を知っていただく
機会としたい。

＜訪問を実施した中学校＞

＜電話で話や資料送付をさせていただいた中学校＞

金沢市：  森本、北鳴、鳴和、長田、
金石、大徳、緑、西南部、
額、星稜

珠洲市：緑丘
七尾市：能登香島
志賀町：富来

中能登町：中能登

津幡町：津幡
内灘町：内灘
白山市：  松任、光野、鶴来、美川

能美市：寺井

能美市：辰口
小松市：南部
加賀市：片山津

加賀市：東和金沢市：港、浅野川、小将町

「いしかわ介護フェスタ」に参加して

金沢西支部　庄源　一夫（金沢脳神経外科病院）

中学校訪問報告（「作業療法士の働き方を伝える」教育支援プラットフォーム事業）

モデル事業担当理事　小池　隆行（城北病院）
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　今年度の残りの能登支部研修は3回開催予定

である。

　能登支部研修会として、平成31年2月16日

（土）14時より能登小牧台を会場とし、講師は

寺田佳世副会長にお願いし、介護保険に比べ

ると弱いOTが多い、総合支援法や障害者の福

祉用具関連について講義をしていただく予定

としている。その後は、県士会員の親睦を深め、

横のつながりの連携強化や日頃の臨床を通し

て感じていることや疑問など聞ける場として

懇親会を開催する。

　平成31年2月17日（日）9時からは同じ会場に

て第3回事例検討会を開催予定である。毎年、

この時期の事例検討会は発表者数が非常に多

いため、今年度より、第4回事例検討会の開催

を決めた。日程は平成31年3月8日（金）能登総

合病院にて実施する。

　能登支部研修会や検討会では、毎回30名強の

参加者があるが、多くの参加をお待ちしている。

そして、これらの研修会で、参加者全員が意見

を言い合えることを目指していきたい。

能登支部

恵寿総合病院　永井　亜希子

各支部支援活動状況

　10月10日（水）18時30分より、やわたメディ

カルセンターにて行った第3回症例検討会で

は、30名の参加者のもと東海北陸学会のプレ

発表分を含め5症例の報告があった。タイトル

には「役割」「自己効力感」「社会参加」といっ

たキーワードがみられ、主体的な生活の獲得

を目指し各人が奮闘している様子を伺い知る

ことが出来た。後半の2事例は高次脳機能障害

を有する同一人物が病院から在宅に移行した

状況について、それぞれのサービス提供側か

らの報告があった。今回は金沢から2名の認定

作業療法士を迎え、計5名の認定作業療法士よ

りプレゼンの技術面からOT実践の在り方まで

多岐にわたるアドバイスが得られた。次回は

12月12日（水）に加賀市医療センターにて第2回

MTDLP事例検討会を予定している。こちらも

積極的な参加を期待する。

加賀支部

片山津温泉・丘の上病院　西村　幸盛
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　金沢西支部では平成31年1月26日（土）に金沢

脳神経外科病院にて研修会、第3回事例検討会

を開催予定である。研修会では当会の副会長

である岡田千砂氏を講師に迎え『病院で、施設

で、地域で、作業療法士に必要なレクリエー

ションの知識と技術』を題として講義、実技を

していただく。研修会はここ数年取り組んで

いるお子様連れでも参加できるよう別室にモ

ニターを用意して実施する。また、実技はお

子様と一緒に参加できる形式となっている。

　今回の講義は、様々な領域の方にも参考と

なる良い機会なので多くの参加を期待したい。

金沢西支部

公立つるぎ病院　苗山　卓弘

　今年度第2回のMTDLP事例検討会を9月26日

（水）、浅ノ川総合病院にて開催した。検討は1

事例と少なかったが参加者は37名と目標の40

名に近かった。会場である浅ノ川スタッフの

貢献が大きいこともあり、引き続き参加の声

掛けを続けていく。

　事例については循環器系の問題を抱え、予

後が厳しい脳卒中患者に対し、どのような環

境設定で退院に向かうかの議論がなされた。

MTDLP研修会では1事例に対し時間をもって

多数の意見、アドバイスがいただけるので、

普段悩んでいる事例でも是非発表していただ

き、今後の実践に繋げていただきたい。また、

11月2日（金）には事例検討会を金大病院で開催

し、参加者は26名、検討は5事例であった。自

動車運転評価についての発表もあり、OTへの

ニーズの高まりも再確認できた。今後は1月23

日（水）にMTDLP、2月1日（金）に一般の事例検

討会を予定しており、多数の参加を期待して

いる。

金沢東支部

金沢大学付属病院　堀江　　翔

昨年度のお子様連れ研修会の様子
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　「認知症の人を支援するなら作業療法士」。

先日他職種からかけていただいた嬉しい言葉

である。

　2015年1月に発表された『新オレンジプラン』

を受け、日本作業療法士協会では『認知症の人

の生活推進委員会』を中心に全都道府県での

アップデート研修の実施およびモデル研修の

支援により、認知症に対するOTの情報・スキ

ル向上を更に推進している。更にこれらの研

修シラバスを精査することで認知症に関する

現教育制度との整合性を図り、会員にとって

学びやすい環境の構築のための提案を行なっ

ていくことを目指している。働く領域・経験

年数に関わらず、全ての作業療法士が認知症

についての基本的な理解と評価・治療技術を

身に着けることが求められているのである。

　10月27日（土）、10月28日（日）『認知症作業

療法推進委員会議』に参加し、昨年度の他都道

府県での取り組みを聞くことができた。今年

度もこの研修会をアップデートされた内容で

開催予定である。昨年度開催した認知症アッ

プデート研修には80名の参加があった。今年

度は以下の日程で開催予定である。昨年を上

回る会員皆さまの参加をお願いしたい。

認知症アップデート研修会（平成31年1月19日）のご案内

認知症予防推進委員会　明福　真理子（能美市介護老人保健施設はまなすの丘）

平成31年1月19日（土）
13時受付開始～ 17時終了予定
会場：金沢勤労者プラザ101号室

　（一社）日本作業療法士協会では、地域包括

ケアシステムの構築が進む中、それぞれの市

町が実施する地域ケア会議や総合事業、リハ

職の活用事業などで活躍できるOTの育成のた

め、各士会で人材育成研修会の開催を推進し、

当士会でも、昨年度から健康福祉部と地域包

括ケアシステム推進委員会との共同で開催し

ている。今年は11月10日（土）、11月11日（日）に、

石川県リハセンターにて、上記の研修会を開

催した。今回は、協会の地域包括ケアシステ

ム推進委員会委員長の三浦晃氏を講師に招き、

制度の理解とOTへの期待や役割、他職種と共

働する際の活躍のしどころやOTニーズを増や

すためのアクションなどの講義の後、地域ケ

ア会議での助言を模擬事例を通じてグループ

で検討した。三浦先生は、助言者は明日から

役立つように具体的かつ平易な言葉で簡潔に

まとめて助言することを意識し、「このOTに

また相談したい」と思われる助言を多く出すこ

とが役割と話され、他職種との連携における

OTの役割を共有する機会となった。

　石川県では市町の地域支援事業に関与する

リハ専門職の協力者としてより多くのOTの活

躍が期待されている。ぜひ、地域包括ケアシ

ステム関連の研修会への参加、事業への協力

をお願いしたい。

地域包括ケアシステムで活躍する作業療法士育成研修会
～作業療法士の専門性を、知って、語って、活用してもらうために～を開催

地域包括ケアシステム推進委員会　担当理事　村田　明代（芦城クリニック）
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平成30年度　公益社団法人石川県作業療法士会

◆◆◆第3回 理事連絡会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：平成30年9月19日（水）　19時～ 21時　　西泉事務所

2．出席：  東川，寺田，岡田，麦井，安本，大西，小池，村田，渡邉，明福，寺尾，河野，米田，白山，中森，桂（理

事16名）　堀江，永井（支部長2名），山本恭，山下（書記2名） 

3．議事 第1号議案　各部・委員会・各支部事業経過報告

 【教育部】次年度の現職者共通研修講師の検討継続。

 【病院医療部】県外講師の宿泊費について質問あり。規程遵守を継続することで了承。

 【運転と作業療法】OT協会事業の『出張講座』『施設見学』に応募。

 【表彰委員会】第47回医療功労賞（主催：読売新聞）への応募に間に合わず次年度へ延期。

 【事務局】東海北陸リーダー研修会参加者を決定。次年度の当県開催に向けて準備を開始。

◆◆◆第3回 理事会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：平成30年11月15日（木）　19時～ 19時30分　　西泉事務所

2．出席：  東川，寺田，岡田，麦井，安本，大西，小池，村田，渡邉，明福，高多，川上，白山，中森，桂（理事15名）　

後出氏，進藤氏（監事2名）　西村，堀江，苗山，永井（支部長4名）　山本詩，山下（書記2名） 

3．議事 第1号議案　平成30年度補正予算について

 【財務】  研修会収入は当初予算よりやや低め。支出では今年度より事業終了毎の支給となった会議費は大きな

増加無し。東海北陸OT学会積立を今年度より開始。若年会員の教育の充実を図る。今後の追加予算

として『自動車運転』『災害支援』に関する視察・勉強会等。承認。

◆◆◆第4回 理事連絡会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：平成30年11月15日（木）　19時40分～ 21時40分　　西泉事務所

2．出席：  東川，寺田，岡田，麦井，安本，大西，小池，村田，渡邉，明福，高多，川上，白山，中森，桂（理事15名）　

西村，堀江，苗山，永井（支部長4名）　山本詩，山下（書記2名） 

3．議事 第1号議案　各部・委員会・各支部事業経過報告

 【在宅支援部施設事業】平成30年度診療報酬・介護報酬改定研修日程等について検討。

 【PT・OT・ST連絡会】羽咋市で平成31年1月27日に開催予定のシンポジウムについて内容報告。

 【企画部】次年度の風船バレーボール大会日程について検討。

   【事業部】  今年度OT協会のモデル事業として開催した親子体験事業を次年度以降も継続。能登支部では次年

度に向けてのキックオフ会議実施済み。

 【広報部】広報誌『COTOT』2号の内容を検討。

 【執行部】次年度の東海北陸リーダー研修会準備について日程・場所を検討。

 【事務局】OT協会との会員登録統合について。理事全員一致で統合に向けて検討していくことを決定。

『会員名簿』は今年度より廃止しました
　個人情報保護に関する意識の浸透に伴い、本会においても、長らく発刊して参りました紙媒体による名簿の

発刊廃止が平成30年度第2回理事連絡会において理事全員一致で承認されました。

　つきましては、本年度より『会員名簿』を廃止しましたのでご了承ください。

　今後は（一社）日本作業療法士協会Web版『会員所属名簿』をご利用頂きますようお願い致します。
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認知症アップデート研修会
日時　1月19日（土）13時～受付
場所　金沢勤労者プラザ

MTDLP事例検討会
金沢東支部　1月23日（水）松原病院
加 賀 支 部　2月13日（水）小松市民病院
金沢西支部　2月27日（水）岡部病院

事例検討会
金沢西支部　1月26日（土）金沢脳神経外科病院
金沢東支部　2月1日（金）金沢大学附属病院
能 登 支 部　2月17日（日）国民宿舎小牧台
能 登 支 部　3月8日（金）能登総合病院

診療報酬・介護報酬改定研修会
「知っておかなければならない、今おさえておかなければならない改定ポイント」

日時　3月16日（土）13時～受付
場所　金沢市ものづくり会館

支部研修会
金沢西支部　1月26日（土）金沢脳神経外科病院
能 登 支 部　2月16日（土）国民宿舎小牧台

インフォメーション 研修案内
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Ａ会員
社会医療法人財団董仙会
学校法人　金城学園

Ｂ会員
学校法人センチュリー・カレッジ
社会福祉法人徳充会青山彩光苑
特定医療法人社団勝木会
学校法人阿弥陀寺教育学園
医療法人社団和宏会

Ｃ会員
粟津神経サナトリウム
石川県済生会金沢病院
石川県リハビリテーションセンター
医療法人社団浅ノ川浅ノ川総合病院
医療法人社団浅ノ川金沢脳神経外科病院
医療法人社団浅ノ川桜ヶ丘病院
医療法人社団浅ノ川千木病院
医療法人社団映寿会
医療法人社団さくら会森田病院
医療法人社団慈豊会
医療法人社団丹生会
医療法人社団生生会えんやま健康クリニック
医療法人社団千木福久会
医療法人社団扇寿会
医療法人社団長久会
医療法人社団同朋会
医療法人社団中田内科病院
医療法人社団洋和会
医療法人社団輪生会

医療法人積仁会
金沢医科大学病院
独立行政法人地域医療機能推進機構金沢病院
金沢赤十字病院
公立穴水総合病院
公立宇出津総合病院
社会福祉法人篤豊会
公益社団法人石川勤労者医療協会城北クリニック
公益社団法人石川勤労者医療協会城北病院
珠洲市総合病院
芳珠記念病院
医療法人社団博洋会
医療法人社団持木会柳田温泉病院
医療法人社団博友会
医療法人社団光仁会
宇野酸素株式会社
金沢義肢製作所
株式会社トータルシステム
株式会社トミキライフケア
株式会社半田　
株式会社ヤマシタコーポレーション金沢営業所
セントラルメディカル株式会社
三星自動車販売株式会社
株式会社メディぺック
株式会社サンウェルズ

Ｄ会員
医療法人社団あいずみクリニック
有限会社さわやか金沢
東洋羽毛北信越販売株式会社

賛助会員名簿　（順不同）

会員動向
石川県作業療法士会会員　809名（平成30年11月現在）
認定作業療法士　　　　　 31名（平成30年11月現在）
専門作業療法士　　　　　福祉用具2名　高次脳機能障害1名　
　　　　　　　　　　　　認知症1名　手外科1名（平成30年11月現在）

編集後記
　平成最後の年末を迎えている。クイズ番組でも平成を過去（歴史）問題のように取り扱われることがある。別の新し
い時代に代わってしまうような感じがし若干戸惑う事がある。記憶に障がいのある方の苦労を思い図る。新しい時代
には、いろんな課題が山積みで困難なことも多いが、現実や周辺環境をみながら、一人一人が主人公となり生活を愉
しむための支援をこころがけていきたい。

新入会員名簿
勤務先 氏名

加賀市医療センター 辻原　早希
加賀市医療センター 山本可南子
加賀市医療センター 鈴木　弥生

勤務先 氏名
森田病院 秋月　唯奈
国立病院機構　金沢医療センター 大澗　由衣
なないろ訪問看護ステーション 越石　康太
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